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 南方さんは 1867（慶応 3）年の生まれです。夏目漱石、正岡子規をはじめとして日本の文化史上、
重要な人間がやたら多数、集中して生まれたという特異年です。この年に生まれた人で日本の明治の
歴史に名を残した、言ってみれば明治の日本をつくったと言っていいような人が目白押しの年です。




















 彼はその後、数えで 20 歳の年に、学校をうまく卒業できなかったので私費留学で海外へ出てしま
いますが、これも同様に、この時代の人々がみな共有していた課題である徴兵制度との関係があった
のではないかとよく忖度されます。夏目漱石についてもこのことが指摘されています。南方も、そう































































































































  十八 西牟婁郡田辺湾内 神島
か し ま
の密林 

















































































































































1867 慶応 3  4 月 15 日（新暦 5 月 18 日）、和歌山城下橋丁に出生 
1883 明治 16 和歌山中学卒業、進学のため東京へ 
1886 明治 19 東京大学予備門を退学、帰郷。年末にアメリカ留学へ出発 
1887 明治 20 ミシガン州ランシングの州立農学校入学、近郊アナーバーに滞在 
1891 明治 24 フロリダ州ジャクソンヴィルへ移住 
1892 明治 25 ロンドンへ移住 
1893 明治 26 大英博物館東洋部門と接触、『ネイチャー』誌へ投稿をはじめる 
1899 明治 32 『ノーツ・アンド・クエリーズ』誌へ投稿をはじめる 
1900 明治 33 帰国、和歌山へ 
1902 明治 35 紀南那智山での滞在をはじめる 
1904 明治 37 和歌山県南の田辺町へ移住 
1905 明治 38 粘菌標本をはじめて大英博物館へ送付する 
1909 明治 42 いわゆる神社合祀に反対する言論活動をはじめる 
1911 明治 44 柳田國男との文通はじまる。柳田が『南方二書』を印刷配布 
1912 明治 45 『太陽』『日本及日本人』などへ投稿をはじめる。『郷土研究』創刊 
1914 大正 3 『太陽』（博文館）に「虎に関する史話と伝説民俗」を発表（「十二支考」のはじまり） 
1922 大正 11 上京し「南方植物研究所」設立資金を集めるため奔走 
1925 大正 14 A & G Lister, A Catalogue of Mycetozoa 3rd ed 刊行（南方採集の標本多数に言及） 
1926 大正 15 粘菌標本 90 点を東宮へ進献。単行本『南方閑話』『南方随筆』『続南方随筆』刊行 
1929 昭和 4 昭和天皇和歌山行幸に際し御進講、粘菌標本 110 点を進献 
1935 昭和 10 田辺湾の神島が文部省指定天然記念物に指定される（申請書を南方らが作成） 
1941 昭和 16  12 月 29 日没（74 歳） 
 
 
